










1.はじめに

乳幼児の難聴の早期発見のためのわが国のシステムは,世界でも最も進んだものの一つで

ある。著者が調べた限りでは,発見年令を比較するとイスラエルが 10 ヵ月,わが国が 1 歳

6ヵ月,デンマーク,オランダで 1歳 8ヵ月,アメリカ,カナダが 2歳頃と考えられる。

わが国がこのように進んでいる理由としては,保健所の健診システムに負うところが多い。

則ち,3～4ヵ月,6ヵ月,9ヵ月,1歳,1歳6ヵ月,3歳と綿密に難聴や言語発達遅滞を含めて,

乳幼児,小児の健康をチェックするようになっている。難聴が疑われると,大学病院や公的

な総合病院へ紹介され,聴性脳幹反応を中心とした難聴の有無に関する精密診断がなされ

る。その結果,平均 1歳 6ヵ月が難聴の発見年令となっている。しかし,このように難聴の

発見・診断システムがほぼ完成したかに見えるにも拘らず,3 歳以降になって初めて難聴

が発見される場合がある。何故,発見が遅れるのであろうか。本研究では,著者の経験した

症例を通して,そのメカニズムについて報告する。


